
 

公益社団法人 福岡県理学療法士会 

令和 2年度 第 4回理事会議事録 

日 時：令和2年10月24日（土）15：00～19：00 

場 所：Web会議 

出務者：（理事）西浦 健蔵、廣滋 恵一、松﨑 哲治、諌武  稔、近藤 直樹、宇戸 友樹、吉田 純一、 

久保田勝徳、山口  寿、佐藤 憲明、髙橋 博愛、熊谷 謙一、松垣竜太郎、中村 雅隆、 

久原 聡志、平原 寛隆、加藤 正和、時吉 直祐、永野  忍、岩佐 聖彦、山内 康太、 

遠藤 正英、福田 輝和、今村 純平、志田啓太郎 

（監事）森田 正治、日野 敏明、田中 裕二 

（選挙管理委員）秋  達也 

（事務員）中山 祥子、永友沙也佳 

（書記）皆田 享平 

 

議長は、西浦健蔵会長がつとめ、会長、監事により議事録に著名することを確認した。 

【審議事項】 

【会長】 

１．マスタープランの検討について 

目的 

○理学療法士が理学療法と理学療法士を守り発展させる（①ラダーの構築、②学びたい時に士会が助けてくれる 

研修環境の整備が必要） 

○県民の健康寿命の延伸、やりたい事が出来る生活＝会員のメリット 

〇他職種連携の中で、必要とされる職種として会員が意識し、学習でき、方向性を確認出来る環境 

○会員自らが士会活動、悩み、喜びをみえる化（①表彰規程の見直し、②交流の場、③フォト） 

○事業を継続、見直しが出来るよう事務局機能の強化の着手が重要 

 
 

→承認 

主な意見） 

・（データ分析担当の任命について）県士会事業のデータ解析は心強いが、価値観が多様化している状況。質的分析を

加えた後に量的な分析を行なってはどうか。量的のみではリスクもある。多様化した思いをどう拾い上げていくかを

学術的に行えないか。 

→データ分析で実践していく。 



・理事懇談会は4回を予定しているが、日程としてタイトではないか。 

→回数に関しては増やすことも検討する必要がある。また小委員会を設置するなども検討が必要となる。 

 

【総務局】 

【法人事業】 

１．Web会議システムの契約変更について 

  現在、Cisco Webexを利用しているが今後、オンライン研修会などWebでの事業展開に合わせてZoomへの変更を

検討したい。変更に伴う作業制限などもないため問題なく導入できると考える。経費削減を考え県士会が直接契

約することも検討している。ご審議いただきたい。 

  （Cisco Webexとの契約内容） 

   価 格：年間198,000円 

   参 加：1000名 

   ※HP上の価格と差異については、NTTを通して契約しているため。参加者数の増加とカスタマーセンター（電

話）の対応が含まれている。 

 

 →保留 

主な意見） 

・学術局が考えている研修会の企画は全てZoomを前提に考えている。契約が完了次第、Zoomに移行していきたい。 

・2021年1月に2回の研修会をWebexで予定しているがZoomに変更した方が良いか。 

→2021年3月までは使用できる為、問題ない。 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［学術局］ 
１．2020年度臨床実習指導者講習会 対面研修会実施について 

前回の理事会後にWeb開催を協会へ上申した。その結果、対面での講習会のみ認めるとの返答を頂いた。現在の

新型コロナ感染状況から福岡県で対面での講習会実施を協議会で検討した。と厚労省、協会から発信されている

開催基準を軸にし、会員の学ぶ機会を提供する方向性を考えている。以下、対面式での開催案について審議を頂

きたい。 

実施回数：1～2回（令和3年3月を予定） 

開催場所：今年度開催予定養成校より選出 

開催方法：添付資料の双方向性と感染リスク対策を検討、準備して実施 

        ※講義およびグループワークは各教室で実施（Zoom利用予定） 

受講人数：6人×6～8グループ（36名～48名） 

        ※感染リスク（必要物品購入とガイドライン）と世話人確保、Wi-Fi環境・設定など考慮 

 

→感染リスクを避けることを優先し、中止とする。 
 

主な意見） 

・昨年度は専門・認定理学療法士を取得していれば講習会参加時の選定において、優遇される状況であったが、

今回は各施設で優先順位を設け、各施設１名を選定することはできないか。 

→選定することは厳しいのではないか。600施設の状況を全て洗い出していかなければならない。 

・洗い出す必要はないが専門・認定理学療法士を取得している人が有利で繰り上げで受講できていた経緯もある。

そこまで優遇する必要はないのではないか。 

→再度、協議・検討する。 

・臨床実習指導者講習会が必要であることは十分に理解しているが、他の支部や全ての研修会が対面はできない

状況の中、臨床実習指導者講習会は行うことは県士会事業として整合性が取れていないのではないか。また万

が一、感染者が出てしまうと県士会の責任となる。そこの責任を背負う思いが県士会にあるのか明確にしてお

かなければならない。今から感染が増えていくリスクがある中で開催するのは難しいのではないか。 

→今回の理事会の中で判断したいと考えている。感染を危惧して中止と判断することも一つと考える。 



      ・オンラインツールを利用した新しい臨床実習指導者講習会のあり方について検討会が行われている。色々なツ

ールを使用して運用ができないか検討している。これまで行なってきた講習会に類似した方法でのツールが出

てきている。厚労省の窓口にも許可をいただいた上で対応していけたらと考えている。 

 

２．下半期Web研修会について 

  ・オンライン研修会に関するガイドライン（案） 

  ・2020年度福岡県理学療法士会主催研修会 オンラインセミナーについて 

  ・視聴方法（事前確認から当日までの流れ） 

   ※下半期オンライン研修会実施検討リスト（Web研修会を実施可能と思われる研修会） 

   ガイドライン、オンラインセミナー視聴に関する会員向け案内文、視聴方法について作成した。内容確認と資料

の運用について審議を頂きたい。 

（資料：2020年度福岡県理学療法士会主催研修会 オンラインセミナーについて） 

 

 

(資料：視聴方法（事前確認から当日までの流れ）) 

 

 

→継続審議 

二次利用につながる前に講師に文書を用いて注意喚起を行う、受講生にも同様に注意喚起を行う。 

文書内容は再検討とする。 

 



主な意見） 

・受講者が二次利用したことが発覚した場合、誰が追跡して弁償・保証するか確定するまでオンラインの研修会

は実施しない方針になっていたが、学術局での進捗状況を確認したい。 

→個人の責任を明確にしたい考えで作成した経緯がある。問題が起きた際は弁護士が介入する形となる。 

・問題が発生する前に事前に対応する体制を整えておく必要があると学術局の会議でなっていたため確認した

い。 

→研修会として学術局が管理する域を超えてしまう部分がある。犯罪等が起こった際に、どのような対応が必要 

となるのかを情報収集を含め、県士会としての方針が必要となると考える。 

 

［学会部］ 

１．プログラムの変更について  

前回の理事会によりシンポジストについて審議頂き候補を決定した。 

その結果から学会長より予定していたシンポジウムを学会プログラムより削除したいとの申し入れがあった。学

会プログラムの変更（シンポジウム削除）について審議を頂きたい。 

 

→承認 

 

主な意見） 

・学会長と理事の間で方向性の統一を図って頂きたい。提案として、理事会に学会長を呼んではどうか。学会長

の気持ちも把握する必要がある。またシンポジウムは認定理学療法士ではなくても良いのではと考える。 

→今後に活かしていきたい。 

 

２．学会参加費について 

JPTA研修会システムを利用し以下の参加費で実施を考えている。 

会員（福岡県士会）  ：無料 

会員（福岡OT・ST会） ：無料 

会員（他県士会）    ：4,000円 

他職種・非会員    ：5,000円 

学生         ：2,000円 

学会誌は福岡県士会会員のみ紙媒体にて発刊。その他は学会 HPよりPDFをダウンロード。 

 

→承認 

 

３．第31回福岡県理学療法学会学会長について 

第1候補 河上 淳一 氏（九州栄養福祉大学） 

＊専門理学療法士（運動器） 

第2候補 遠藤 正英 氏（桜十字福岡病院） 

＊専門理学療法士（生活環境支援） 

 

→保留 （学術局で方向性を決めて学会長を選出する） 



 

［学術研修部］ 

１．第103回福岡県理学療法士会学術研修大会について 

１）第103回福岡県理学療法士会学術研修大会の日程および開催方法についてご審議いただきたい。 

日 時：令和3年8月22日（日）10：00〜16：30（受付9：00〜） 

場 所：福岡国際会議場・リモート併用 

開催方法：対面・リモート併用のハイブリッド形式での開催 

補 足：対面式で可能であれば対面式のみで開催することを検討しているが、社会情勢を鑑みてコロナウイル

スが収束していなければオンラインのみのWeb研修大会も想定した運営を進めても良いかの許可をい

ただきたい。予算については、昨年度理事会で承認された予算内に収まるように努める。 

 

→承認 

 

２）「ハンズオンセミナー３：生活環境支援」の講師候補の変更についてご審議いただきたい。 

ハンズオンセミナー（生活環境支援領域）の講師候補であった遠藤正英氏に講師依頼を行ったところ、今回の

企画内容の趣旨に適任の方を推薦していただいたため、講師を変更することを承認していただきたい。 

講 師：田代 耕一 氏（医療法人福岡桜十字桜十字福岡病院） 

略 歴：平成23年4月 医療法人福岡桜十字桜十字福岡病院 入職（現在に至る） 

資 格：認定理学療法士（補装具，管理・運営） 

備 考：実技を中心とした装具の使い方セミナーの講師だけなく、オンラインでの装具の使い方セミナーの講

師を努めた実績がある． 

 

→承認 

 

［教育研修部］ 

１．2021年度新人研修会の開催方法について 

2020年度新人研修会（北九州支部）開催は新型コロナの影響により中止となり、協会の新人教育プログラム単位

は2020年度限定でe-ラーニング無料受講可能となった。HPなどで県士会会員へのアナウンスし、単位取得を促

した。2021年度の開催方法について審議いただきたい。 

審議内容： 

開催方法：現状から考えると以下の方法で検討 

１）2020年度に引き続き協会e-ラーニングの無料受講が可能な場合、2021年度開催は無し。会員へのアナウンスを

行う。 

２）e-ラーニングの無料受講ができない状況であれば、リモート開催を実施。 



※いずれにおいても会場借用は無し 

日 時：令和3年10月〇日（日）10：10～16：40（10：00～開場・受付） 

場 所：未定（リモート） 

講 師：A-1 理学療法と倫理   

諌武  稔 氏（公益社団法人 福岡県理学療法士会 副会長）  

A-2 協会組織と生涯学習システム  

西浦 健蔵 氏（公益社団法人 福岡県理学療法士会 会長）  

A-3 リスクマネジメント  

県士会理事 

A-4 人間関係および接遇  

県士会理事 

A-5 理学療法における関連法規  

県士会理事 

 

→継続審議 

 

主な意見） 

・基本的には対面で予定し、難しいようであれば e-ラーニングへの切り替えはできないか。 

・有料でも無料でもe-ラーニングで実施するように割り切った方が良いのではないか。 

・対面で行うのであれば密を避けるために3支部開催も踏まえて考えていくしかないため、いくつか案を出す必

要がある。今すぐは判断できないのではないか。 

 

 

【社会局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

［公益事業推進部］ 

 １．理学療法の認知度に関するアンケート調査について 

   これまで体力測定会など啓発活動を行ってきたが、目的や結果が不明確である。より効果的に意義のある啓発活

動を行うために理学療法士の認知度に関する調査を企画した。理学療法士の認知度に関する調査案についてご審

議いただきたい。 

(資料：企画書) 

 

 

→承認 

 

主な意見） 

・アンケートの配布はマーケティング会社に委託と記載があるが、具体的にアンケートはどのように配布される

のか。 



→紙面での配布ではなく、Webのメールでの配信となっている。 

・Webで登録されている方に配布する形なのか。 

→そのとおりである。 

・登録されている方は年齢に偏りはないのか。 

→登録者には偏りがあるが、アンケートを実施する際はマーケティング会社が選別し、偏らないようにする。 

・対象者の部分で『医療従事者は除く』と明記しているが、全体の認知度で考えるのであれば、医療従事者を含

めた方が良いのではないか。理由があれば教えていただきたい。 

→単純に認知度を把握するのであれば、医療従事者を含めてアンケートを配布すべきである。しかし今回のアン

ケートの目的は啓発事業の対象候補を選別するのが目的である。対象の層を明らかにするためには医療従事

者を省いた方が本来の目的に適していると考える。 

・アンケート項目を増やすことはどうか。 

→回収率が高くなることを前提に置くのであれば、質問のボリュームを多くしても差し支えはないと考える。 

 

【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

［公益事業推進部］ 

 １．スポーツ関連事業の一元化と養成について 

   これまで実施してきたスポーツ関連事業（車いすテニス・障がい者体育大会・スポーツ傷害予防事業）に関する

研修会を一元化し出務基準など明確にした。スポーツ関連事業の一元化と養成についてご審議いただきたい。 

(資料：スポーツ事業に関する提案) 

 

 

→承認 

 

【報告事項】 

【会長】 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

 １．第2回組織運営協議会 

   日 時：令和2年10月11日（日）10：00～12：00 

   場 所：Web会議 

   出務者：西浦 健蔵 

   



→西浦健蔵会長より新規システムの構築（演題管理システム、メイン機能システム、生涯学習）について、2021

年度重点課題（案）についての報告がなされた。 

          

【諌武副会長】 

【法人事業】 

Ⅱ．関係会議 

 １．介護支援専門員協会理事会 

   日 時：令和2年9月28日（月）19：00～20：30 

   場 所：Web会議 

   出席者：諌武  稔 

【事務局】 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

１．令和2年度九州ブロック会事務局長会議 

日 時：令和2年9月25日（金）19：00～21：00  

場 所：Web会議  

出席者：福岡県  近藤 直樹（事務局長）                     

佐賀県  峰松 一茂（事務局長）       

長崎県  小無田彰仁（事務局長）、笹原 順哉（財務担当理事）   

熊本県  大脇 秀一（専務理事・事務局長）                   

大分県  大塚 治長（事務局長）                     

宮崎県  髙月  航（事務局長）                         

鹿児島県 坂本 一路（副会長・事務局長）、平名 章二（前事務局長） 

沖縄県  久高 将臣（事務局長）、上間 聖子（書記・事務員） 

 ２．後援名義一覧（別紙：事務局１） 

Ⅱ．関係会議 

１．第6回3役局長会議 

日 時：令和2年8月11日（火）19：00～21：00 

場 所：Web会議 

内 容：下半期事業について 

出務者：10名 

 

【総務局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

Ⅰ．事業 

【総務局】 

［組織部］ 

１．アプリ「福岡理学ナビ」 

登録者数 946名（令和2年10月10日現在） 

818名（令和2年8月7日現在） 

２．LINE 

  登録者数 410名（令和2年10月7日現在） 

        399名（令和2年8月7日現在） 

３．広報誌ぴしゃっと9月号 

  11,000部発刊完了 

４．ホームページ更新 

  １）学生さん向けページの開設 

   先輩理学療法士の声を掲載済（理学療法士のやりがいについてメッセージを掲載）  

  ２）学校案内更新 

    県内養成校に、掲載情報及び校舎外観写真の提供を依頼済 



   （日本理学療法士協会HPの養成校一覧ページでの掲載情報参考） 

    12月更新予定 

  ３）福岡県理学療法士会会員の離職とメンタルヘルスの関連についての調査報告 

    県民や会員が見やすいように、結果をグラフにして WLBのページに掲載予定 

    12月掲載予定 

５．令和3年度新規事業 福岡県理学療法士会 ノベルティ作成検討 

   目 的：広報及び新入会促進 

配布対象：令和3年度に福岡県内施設に入職し、当士会に入会した新人理学療法士 

（資格取得後1年目理学療法士） 

内 容：USBケーブル（当士会ロゴ入り・団体名入り・個包装） 

個 数：500個 

配布方法：①FAX通信にて施設管理者へ連絡する。 

      ②施設管理者はホームページより申込用紙を DLする。 

      ③申込用紙に記入して事務所へFAXする。 

（施設名、郵送先住所・電話番号、管理者氏名、新人氏名・会員番号、 

新人会費納入有無） 

④事務所にて一覧表を作成する。（一覧表について組織部理事にて確認） 

⑤ヤマト運輸より郵送（郵送時期：7月以降・10月・12月の年3回） 

   配布時期：7月以降（日本理学療法士協会への会員登録完了及び会員番号付与後） 

   予 算：作成費用30万円（概算）＋郵送料20万（概算・ヤマト使用） 

   その他：令和4年度以降も公益事業として継続 

 

 

【法人事業】 

Ⅰ．事業 

［総務局］  

１．令和2年度養成校意見交換会について 

   下記の日程、内容で開催したい。 

   日 時：令和3年1月30日（土）15：00～18：00（予定） 

   場 所：Web会議 

内 容：①今年度の臨床実習指導者講習会について県士会の方針、来年度の開催について 

②新型コロナ感染拡大による学校教育の現状・課題・問題点について 

以上2つに絞って開催する。 

       ①について→例年通りWeb会議の中で意見交換を行う。 

       ②について→事前のアンケート調査の質問に対し各養成校の回答を用意。 

             時間的な問題も考え紙面での意見交換とする。 

  

時間 内容 

15:00 開会挨拶 公益社団法人福岡県理学療法士会 会長 西浦 健蔵 氏 



15:05 出席者自己紹介 出席者自己紹介 

15:20 はじめに 過去の意見交換会の振り返り 

  抽出された課題確認＆今年度の目標 

15:25 臨床実習指導者講会について（卒前卒後教育委員会） 

 

・令和2年度臨床実習指導者講習会について県士会の方針 

・令和3年度臨床実習指導者講習会開催について 

・福岡県理学療法協議会委員の交代について 

17：00 
新型コロナ感染拡大による学校教育の現状・課題・問題点について 

・アンケート調査・回答について 

17:15 その他 

 今後の意見交換会の目的について（方向性）・・・意見交換 

17：30 閉会挨拶 公益社団法人福岡県理学療法士会 副会長 廣滋 恵一 氏 

［総務部］ 

１．県士会データ取り扱い規定について 

  前回理事会にて提案頂いた事項について下記の通り報告する。 

 １）クラウドサービスについて 

    前回理事会で提案した事務所での PC 一元管理にて運用を行ったうえで不具合・不都合がある場合に次案とし

て検討する。 

  ２）同意書の管理について（紙ベース） 

    事務所に郵送の上、事務所にて管理する。。 

  ３）WEBアンケートの保管方法について 

    WEBアンケートをデータ化し事務所でのPCにて管理する。 

２．新型コロナウィルス感染症アンケート（第 2回）報告 

理事メールでご報告したようにアンケート回答率の低さから期間を 10月末まで延長した。9月末日にて回答数61

件/5975名（回答率1％）。 

 

［財務部］ 

１．令和2年度予算執行状況確認  

（別紙資料：財務部① 令和2年度収支予算内訳表R2.4.1～10.19） 

    収 入   62,843,640円 

    支 出   17,934,654円 

    現時点で、公益事業比率  67.40％ 収支相償  23,620,677円  

  

※コロナ禍における公益法人の予算要件のクリアが難しい可能性がある為、随時、福岡県保健医療介護部医療指

導課に連絡をしながら確認を取っている状況。    

   →医療指導課より 

今年度のコロナ禍において予算要件を満たさない事が想定されるため、多少憂慮はするが、大幅な差に関して

は公益法人等認定審議会で話し合われるとの事。 

また要件を満たさない事が単年度であった場合は、すぐに公益法人の維持に影響するものではないとの事。 

 

２．令和2年度修正予算について 

   各部局より提出いただいた修正予算をまとめましたのでご確認いただきたい。。 

    収入（今年度予算）：71,566,000円 

    支出（各局部総合）：51,687,834円 

    収入－支出＝19,878,166円 

    収支相償：8,712,030 



    公益比率：63.68%  

    遊休財産保有制限：今年度の公益事業の費用予測 32,912,546円 

     

＜今後の予定＞ 

    10月31日      ：来年度予算提出 

    11月中            ：予算折衝会議 

    第5回理事会（12月）：令和3年度予算案審議 

第6回理事会（ 2月）：令和3年度予算案確定。 

 

Ⅱ．関係会議 

 １．第3回総務部会議 

   日 時：令和2年8月7日（金）19：00～21：00 

   場 所：WEB会議 

   内 容：１）第3回理事会への議案について 

       ２）新人オリエンテーション動画作成について 

       ３）新型コロナウィルス感染症アンケート（第 2回）について 

       ４）県士会データ取り扱い規定について 

   出務者：5名 

２．新人オリエンテーションHP掲載用動画作成 

   日 時：令和2年9月20日（日）15：00～16：00 

   場 所：福岡県理学療法士会事務所 

   内 容：新人オリエンテーションHP用動画撮影（筑後支部） 

   出務者：2名 

 

【学術局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［学会部］ 

１．Web学会管理システム契約について 

Web学会管理システムを(株)チームスタッカート様へ委託 

２．演題登録について 

今年度91演題の登録あり。現在一次査読振り分け準備中。 

10月中旬に一次査読終了し10月末に二次査読終了予定。 

３．学会開催方法について 

特別講演等をLive配信・オンデマンド配信、一般演題をオンデマンド配信にて実施予定。 

［学術誌編纂部］ 

１. 理学療法福岡34号進捗状況   

   １）巻頭言：松崎 哲治 氏（副会長）  

  ２）特集テーマ：職域拡大    

執筆者①：村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

    テーマ「学校現場における理学療法士の関わり（仮）」 

執筆者②：橋本 優子 氏（桜十字福岡病院）  

    テーマ「ウィメンズヘルス・メンズヘルス（仮）」 

執筆者③：久保かおり 氏（北九州市保健福祉局地域リハビリテーション推進課） 

    テーマ「リハ専門職と行政の協働（仮）」 

  ３）講演録： 

   第102回福岡県理学療法士会学術研修大会  

       山田 英司 氏（本山学園岡山専門職大学） 

       テーマ：「変形性膝関節症に対する治療戦略」 

       石川  朗 氏（神戸大学大学院） 

       テーマ：「理学療法士にとって必要な呼吸障害の見方」 



       対馬 栄輝 氏（弘前大学大学院） 

        テーマ：「理学療法研究のデザイン」 

   第29回福岡県理学療法士学会  

菅本 一臣 先生（大阪大学大学院） 

テーマ：「理学療法士なら関節の動きを 3Dで理解しよう   

～最適な訓練は理解することで可能となる～」 

        野添 匡史 氏（甲南女子大学） 

       テーマ：「急性期脳卒中患者に対する理学療法  

〜急性期から行う、予防的視点に根差した取り組みのエビデンスと実際～」 

     西岡 心大 先生（長崎リハビリテーション病院 法人本部人材開発部副部長 栄養管理室室長） 

    テーマ：「機能回復・ADL向上とリハビリテーション栄養～理学療法士に重要な栄養ケアの視点～」 

４）教育講座  

テーマ：症例報告のポイント 

執筆者：白土 健吾 氏（飯塚病院）  

５）県学会受賞論文 

    第29回県学会 最優秀賞  

    脇坂 成重 氏（桜十字福岡病院） 

演題名：「地域在住高齢者の転倒に影響を及ぼす要因の検討」 

    第29回県学会 Case Report Award 

    白土 健吾 氏（飯塚病院） 

演題名：「がん悪液質を呈する肺癌患者にリハビリテーション栄養ケアプロセスを実践した 1症例」    

６）研究助成報告 

    村上 武史 氏（産業医科大学病院） 

「変形性膝関節症患者の大腿四頭筋筋力増強運動における神経筋電気刺激併用の即時効果」 

７）一般投稿論文  

    6論文受理済み  査読中1論文 

８）編集後記：未定 

 

［学術研修部］ 

１．第103回福岡県理学療法士会学術研修大会の企画「ハンズオンセミナー」の内容変更について 

ハンズオンセミナーを開催する方向で運営を進めていたが、接触機会の増加に伴うコロナウイルス感染拡大のリ

スクやオンラインのみの研修会になる可能性を考慮して、実技を中心としたハンズオンセミナーから座学を中心

とした講演内容（名称変更後：スキルアップセミナー）に変更する。 

１）スキルアップセミナー１（物理療法） 

テーマ：超音波療法を用いた臨床実践（仮題） 

２）スキルアップセミナー２（評価・計測） 

テーマ：エコー装置を用いた理学療法評価への臨床実践（仮題） 

３）スキルアップセミナー３（生活環境支援） 

テーマ：下肢装具を用いた介助歩行の臨床実践（仮題） 

 

２．2020年度管理者研修会について 

日 時：令和2年12月5日（土）14：00～16：00（受付13：30～） 

場 所：リモート開催（Zoom） 

内 容：第1部：講演 14：00～15：00（60分） 

テーマ：【急性期】超急性期における理学療法の提供〜救命センターＳＩＣＵでの取り組み〜 

講 師：岩佐 聖彦 氏（久留米大学病院） 

テーマ：【回復期】職場教育について〜「病院機能評価 高度・専門機能」を受審して〜 

講 師：今村 純平 氏（久留米リハビリテーション病院） 

テーマ：【生活期】連携について〜当事業所のリハマネジメントの紹介〜 

講 師：志田啓太郎 氏（介護老人保健施設あやめの里） 



第2部：グループワーク 15：10～15：40（30分） 

テーマ：新型コロナウイルス対応におけるリハビリテーション部門の課題とウイズコロナの時代の新しい理学療

法士の働き方 

まとめ：15：40～16：00（20分） 

第2部で検討した内容について発表を行う。 

定 員：オンライン100名程度（福岡県理学療法士会会員に限る） 

参加費：無料 

 

 

３．2020年度理学療法士講習会（一般会員申請分）の開催方法変更について 

日 時：令和3年2月21日（日）10：00～16：30（受付9：00～） 

変更点：変更前）現地開催 

変更後）リモート開催（Zoom） 

備 考：開催方法について 

１）開催方法：Zoomを用いたリモート形式で開催する。 

２）出欠の確認：Zoomを用いて、各講義の始めと終わりに出欠の確認を行う。 

３）感染予防：講師は県外の自宅および職場からリモート形式で遠隔講義を行う。当日の運営スタッフは必要最

低限として行う。当日の運営スタッフは、「研修会事業開催における新型コロナウィルス感染症拡大予防ガイ

ドライン」を遵守して安全確保に努める。 

４）講義内容：90分×4コマの講義を行う。 

 

４．2021年度理学療法士講習会（応用編）について 

今年度開催予定であった理学療法士講習会（2件）は来年度に延期することが承認されていたため、開催方法を

「対面・リモート併用のハイブリッド形式」に変更する。 

１）2021年度理学療法士講習会（応用編） 

テーマ：健康寿命を延ばすための身体機能・認知機能に対する理学療法 

日 時：令和3年9月26日（日）9：30～16：30（受付9：00～） 

場 所：天神クリスタルビル・リモート併用 

講師 1：市橋 則明 氏（京都大学大学院 教授） 

講師2：牧迫飛雄馬 氏（鹿児島大学 教授） 

定 員：現地100名（オンライン100名予定） 

参加費：3,000円 

 

２）2021年度理学療法士講習会（応用編） 

テーマ：がん理学療法と栄養・嚥下理学療法について考える 

日 時：令和3年10月17日（日）9：30～16：30（受付9：00～） 

場 所：天神クリスタルビル・リモート併用 

講師1：吉田  剛 氏（高崎健康福祉大学 教授） 

講師2：井上順一朗 氏（神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センター） 

定 員：現地100名（オンライン100名予定） 

参加費：3,000円 

 

５．2021年度専門理学療法研修会について 

今年度開催予定であった専門理学療法研修会は来年度に延期することが承認されていたため、開催方法を「対

面・リモート併用のハイブリッド形式」に変更する。 

１）2021年度専門理学療法研修会 

テーマ：内部障害のフィジカルアセスメント 

日 時：令和3年11月7日（日）9：30～16：30（受付9：00～） 

場 所：福岡市内の会場（予定）・リモート併用 

講師1：玉木  彰 氏（兵庫医療大学 学科長・教授） 



講師2：神谷健太郎 氏（北里大学 教授） 

定 員：現地200名（オンライン100名予定） 

参加費：3,000円 

 

［教育研修部］ 

１．2019 年度開催予定であった理学療法士講習会基本編（理論）を 2021 年度来年度に対面・リモート併用のハイブ

リッド形式で開催してもよいかについてご報告。 

テーマ：全体テーマ：卒後教育で学ぶ運動器疾患の基本（仮題） 

 第1部テーマ：「卒後教育の課題と展望」（仮題） 

  第2部テーマ：「将来を見据えた運動器疾患の学び方総論」（仮題） 

第3部テーマ：「運動器疾患で押さえるべきポイント：上肢編」（仮題）  

第4部テーマ：「運動器疾患で押さえるべきポイント：下肢編」（仮題） 

日 時：令和3年7月（日曜日）9：00～16：10（8：30～受付） 

第1部：9：00～10：30   第2部：10：40～12：10  

第3部：13：00～14：30   第4部：14：40～16：10 

場 所：福岡市内の会場（予定）・リモート併用 

講 師：第1部：山口  寿 氏（麻生リハビリテーション大学校） 

第2部：遊佐   隆 氏（松戸整形外科病院） 

第3部：遊佐   隆 氏（松戸整形外科病院） 

第4部：森口 晃一 氏（一寿会 西尾病院） 

定 員：現地50名（リモート50名予定） 

 

【関係会議】  

［学術局］ 

１．第3回学術局Web会議 

日 時：令和2年9月2日（水）19：00～20：00  

場 所：Webによる各自設定場所 

内 容：Web研修会開催方法と準備内容の検討 

出務者：11名 

 

２．第4回学術局Web会議 

日 時：令和2年9月25日（金）19：00～21：30 

場 所：Webによる各自設定場所 

内 容：１）審議事項 

       学会部より第30回学会の学会スケジュール変更に関する審議 

２）オンライン研修会進捗状況共有  

３）各部のオンライン化に関する検討課題など共有  

出務者：5名 

 

［学会部］ 

１．第2回学会部会議（Web） 

日 時：令和2年9月14日（月）19：30～21：30 

場 所：Web 

内 容：１）第30回福岡県理学療法士学会開催方法等の検討について 

２）第31回福岡県理学療法士学会の方向性について 

出務者：9名 

 

［学術研修部］ 

１．第3回学術研修部会議 

日 程：令和2年8月12日（水）19：30～21：30 



場 所：Web 

内 容：１）オンライン研修会の運営方法について 

２）令和2年度管理者研修会の開催方法及び企画内容について 

３）第103回福岡県理学療法士会学術研修大会研修会の開催方法及び企画内容について 

出務者：8名 

 

２．第4回学術研修部会議 

日 程：令和2年8月19日（水）19：30～21：30 

場 所：Web 

内 容：１）オンライン研修会の運営方法について 

２）実際にZoomを使用しての研修会の開催方法の確認 

出務者：9名 

 

３．第5回学術研修部会議 

日 程：令和2年9月30日（水）19：30～21：00 

場 所：Web 

内 容：オンライン研修会運営会議 

１）オンライン研修会を開催するにあたっての課題と対策 

出務者：8名 

 

［卒前卒後教育検討委員会］ 

１．第1回卒後教育検討委員会会議 

日 時：令和2年8月7日（金）19：00～20：30 

場 所：Webによる各自設定場所 

内 容：１）2020年度臨床実習指導者講習会準備状況について  

    ２）2020年度臨床実習指導者講習会Web開催について 

出務者：会長、他６名 

 

【社会局】 

【公益事業２ 理学療法の知識・技術の普及・啓発を行う事業】 

［公益事業推進部］ 

１．第2回公益事業推進部web会議 

   日 時：令和2年9月28日（月）19：00～20：30 

   場 所：WEB会議 

内 容：下半期事業および来年度事業について 

出務者：15名 
 

【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

［公益事業推進部］ 

１．第2回公益事業推進部web会議 

   日 時：令和2年9月28日（月）19：00～20：30 

   場 所：WEB会議 

内 容：下半期事業および来年度事業について 

出務者：15名 
 

【法人事業】 

［職能部］ 

 １．障碍福祉サービスの有識者の推薦について 

   協会より各県士会に障害サービスの有識者の推薦依頼が各県士会へきており、本士会として以下のように推薦者

を決定した。 



  １）障害サービス 

    該当者なし 

  ２）障害児サービス 

    木下 義博 氏（肢体不自由児通園施設こぐま学園） 

 ２．福岡県予算等に対する支部からの要望事項について 

   今年度の要望について職能部にて検討している。職能活動に関して産業理学療法および学校保健関連での要望を

検討している。 

【支部局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

Ⅰ．事業 

【支部局】 

［福岡支部］ 

 １．第5回福岡支部研修会 

日 時：令和2年9月13日（日）13：00～17：30 

   場 所：桜十字福岡病院 

    内 容：「脳卒中の歩行再建を考える」 

講演1：「脳卒中の歩行再建を考える ～体幹機能に着目したリハビリテーション戦略～」 

講師1：田邉 紗織 氏（誠愛リハビリテーション病院） 

講演2：「脳卒中の歩行再建を考える ～物理療法を使用したリハビリテーション戦略～」 

講師2：未定 

講演3：「脳卒中の歩行再建を考える ～補装具を用いたリハビリテーション戦略～」 

講師3：久保田勝徳 氏（桜十字福岡病院） 

全体討議 :「脳卒中の歩行再建に向けた課題」 

座  長：松崎 哲治 氏（麻生リハビリテーション大学校） 

    ※新型コロナウイルス対応のため中止 

 

［福岡1地区］ 

１．第2回福岡1地区研修会 

日 時：2020年8月1日（土）13：00～16：00（受付12：30～） 

場 所：福岡和白リハビリテーション学院 

テーマ①：「痛みの分類に応じた変形性膝関節症の評価・治療」 

講 師 田中  創 氏（福岡整形外科病院） 

テーマ②：「変形性膝関節症患者の身体活動促進を目的とした患者教育の理論と実践」 

講 師：出口 直樹 氏（福岡リハビリテーション病院）" 

定 員：150名 

単位認定：運動器（全領域）、認定領域（健康増進・参加） 

※新型コロナウイルス対応のため中止 

 

［福岡東地区］ 

１．第1回福岡東地区研修会 

   日 時：令和2年8月29日（土）9：00～12：00 

   場 所：北九州宗像中央病院 

テーマ：肩関節の評価とADLまで繋がる治療戦略 

   講 師：鶴田  崇 氏（南川整形外科病院） 

※新型コロナウイルス対応のため中止 

［北九州支部］ 

１. 第5回北九州支部研修会 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［北九州1地区］ 

１．第3回北九州1地区研修会 (ポイントセミナー) 



※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［北九州2地区］ 

１．第3回北九州2地区研修会 (ポイントセミナー) 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑豊地区］ 

１．第3回筑豊地区研修会 (ポイントセミナー) 

※新型コロナウイルス感染拡大への対応のため中止 

［筑後1地区］ 

１．第3回筑後1地区研修会 

日 時：令和2年9月5日（土）14：00～17：00 

   場 所：久留米大学医療センター 

テーマ：「当院における運動器疾患に対する理学療法の進め方～急性期から回復期～」 

講 師：主）佐藤 貴宣 氏（柳川リハビリテーション病院）   

副）平田 靖典 氏（高木病院）  

※新型コロナウイルス対応のため中止 

[筑後2地区] 

１．第3回筑後2区研修会 

日 時：令和2年9月12日（土）14：00～17：00 

   場 所：柳川リハビリテーション病院 

テーマ：「脳卒中後遺症患者の上肢機能への介入 ～基礎から課題指向型アプローチまで～」 

講 師：小出 佳典 氏（柳川リハビリテーション病院） 

※新型コロナウイルス対応のため中止 

 

【地域包括ケア推進局】 

【公益事業１ 理学療法士の知識及び技術の向上を図る事業】 

［地域包括ケア推進局］ 

１． 2020年度第2回地域包括ケア推進局会議 

日 時：令和2年8月3日（月）19：00～21：00 

場 所：WEB会議 

内 容：１）訪問リハビリテーション従事者研修会について 

２）地域ケア会議推進リーダー導入研修会・介護予防推進リーダー導入研修会 

３）各市区町村の現状把握報告・各市区町村実務担当者見直し 

・各市区町村への「地域ケア会議」「介護予防」事業戦略 

４）地域医療介護総合確保基金 → 今年度担当ST 

５）地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業 

６）地域ケア会議推進リーダー・介護予防推進リーダー管理 

７）福岡県地域ケア会議ドバイザー派遣事業 

８）各市町村理学療法士派遣事業 

９）市町村アンケート 

10）講義資料作成分担 

出務者：20名 

２． 2020年度訪問リハビリテーション従事者研修会 第2回事前会議 

日 時：令和2年9月2日（水）19：00～21：00 

場 所：WEB会議 

内 容：2020年度訪問リハビリテーション従事者研修会ついて 

出務者：3名、作業療法士3名、言語聴覚士3名 

３．「地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業」打合せ会議 

日 時：令和2年9月4日（金）19：00～20：00 

場 所：WEB会議 

内 容：「地域ケア会議出席の理学療法士に対する理学療法士の派遣事業」打合せ会議 



出務者：4名 

４．2020年度訪問リハビリテーション従事者研修会 第2回事前会議 

日 時：令和2年9月24日（木）19：00～21：00 

場 所：WEB会議 

内 容：2020年度訪問リハビリテーション従事者研修会ついて 

出務者：3名、作業療法士1名、言語聴覚士4名 

 

【公益事業３ 理学療法の知識・技術を提供する事業】 

Ⅰ．事業 

１．研修会報告 

【地域包括ケア推進局】 

［地域包括ケア推進局］ 

 １．筑紫野市介護予防事業従事者研修会 

日 時：令和2年9月11日（金）19：00～21：00 

場 所：済生会二日市病院 

   テーマ：「筑紫野市介護予防事業従事者研修会」 

   講 師：松﨑 哲治 氏（麻生リハビリテーション大学校） 

内 容：１）筑紫野市介護予防事業について 

       ２）介護予防事業プログラムの概要 

       ３）介護予防事業プログラムマニュアルについて 

４）運動プログラムについて 

   参加者：8名（筑紫野市職員2名を含む） 

   出務者：なし 

 

【各委員会】 

【選挙管理委員会】 

１．公益社団法人福岡県理学療法士会役員選挙について 

 

→継続審議 

 

主な意見） 

・希望部署を入れた理由は何か？ 
→選挙人が分かりやすいのではないかと考え、希望部署を取り入れた。 

・理事になりたいといった主旨のため、希望部署は必要ないのではないか。部署は理事になった後に会長が任命する

ものではないか？ 

・希望部署と書くと恣意的に働いてしまうのではないか。必要ないと考える。 

・立候補者の経歴の中で学術歴とあるが、『学会受賞歴に限る』、『専門資格に限る』と言った記載に違和感を感じる。 

→選挙人が分かりやすいようにと考えた。経歴を書き出すとキリがないと考え、範囲を狭めた中で理学療法士として



分かりやすい項目として書き出した。 

・学術歴では一般的に学会発表の回数、論文などが挙げられる。このようなことも記載しても良いのではないか。ま

た専門・認定理学療法士に関しては学術歴には当てはまらないのではないか。経歴に関しては協会に絡む項目を書

くことで十分ではないか。 

→検討して考えていく。 

・県士会事業100字に対して学術歴400文字の比率に関しても見直しを行ってもらえないか。 

→文字数に関しては調整が可能。再度検討していく。 

 

【依頼事項】 

【総務局】 

【法人事業】 

［総務部］ 

１．令和3年度新人オリエンテーションの開催について 

   対面式の開催ができるかどうか不確かな状況ではあるが、開催できる場合を考え日程・場所の選定をお願いした

い。感染症対策として可能であれば開催会場を 300-400名程度は収容できる会場が望ましいと考えている。 

 

２．令和3年度事業計画案について 

   来年度の事業予定について後日送付致しますので、関係箇所にご記入の上ご返信頂きたい。 

 

［財務部］ 

１．10月31日までに来年度予算案の提出をお願いする。 
 

【確認事項】 

【地域包括ケア推進局】 

［地域包括ケア推進局］ 

１．地域ケア会議推進リーダー導入研修会・介護予防推進リーダー導入研修会について 

１）福岡県介護予防推進リーダー導入研修会 

日 時：令和3年1月24日（日）9：30～16：50（WEBログイン開始9：00～） 

方 法：WEB 上でのミーティング研修会（Webexミーティング） 

定 員：50名 

申込期間：令和2年11月1日（日）～令和2年12月15日（火）（期間外の申し込みは無効） 

２）福岡県地域ケア会議推進リーダー導入研修会 

日 時：令和3年1月10日（日）9：30～16：00（WEBログイン開始9：00～） 

方 法：WEB 上でのミーティング研修会（Webexミーティング） 

定 員：50名 

申込期間：令和2年11月1日（日）～令和2年12月15日（火）（期間外の申し込みは無効） 

 

 
以上この議事録の内容が正確であることを証明するため、出席した会長、監事は、次の通り署名する。 
 
令和2年10月24日  

公益社団法人 福岡県理学療法士会 

 

 


